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Ⅰ今月の鳥はコサギ

①コサギ ペリカン目サギ科コサギ属

L 61㎝ 漢字名 小鷺

学名 Egretta  montanus 英名 Little Egret 

7月探鳥会でアオサギ・ダイサギ・ササゴイなどと競合する天

野川魚道の餌場で、餌とりに成功したコサギを真上から見る

ことができた。

枚方淀川探鳥会の観察チェックリストからわかるように、平が

担当して13年間のサギ科の普通種３種の観察回数は、アオ

サギ124回、ダイサギ120回、コサギ111回と100回を超えてお

り、ほぼ毎月観察できた。

②大阪府のコサギ ➝
（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府の2万5千分の一の半分ほどの区画に

繁殖個所があることがわかる。

枚方淀川探鳥会でほぼ一年中観察できる

ものの、営巣個所がないと思われる。

吹田市周辺では茨木市耳原大池の中の島に

サギのコロニーがあり、コサギの他に、

ゴイサギ・アオサギ・ダイサギ、そしてカワウ

などが共存して営巣している。

← ③日本のコサギ繁殖地分布
（鳥類分布調査会 2021年）

1990年代と2010年代にほぼ同じ コースを調査できた現地調

査の記録では，239地点から93地点へと激減していた。

埼玉県の事例では，その要因として外来魚の増加に伴う小魚

の減少や，水 田の圃場整備にともなう水田の水生生物の減

少，オオタカなどの猛禽類の 増加に伴う被捕食率の増加など

が挙げられている。

④世界のコサギ分布図

真木・大西（日本の野鳥590）

2000年平凡社

日本では留鳥として本州

以南に繁殖するが、国内で

地域的な移動、東南アジア

へ渡り越冬するものがある。

ユーラシア大陸一円に広く

分布しているが、欧州では

南に移動し、アフリカ大

陸で越冬している。

コサギ（天野川魚道の餌当番） 20250706（平）

⑤榎本佳樹著 復刻版「野鳥便覧」より抜粋

昭和10年代のサギ4種

・コモモジロ ：ダイサギは繁殖期に脚の上部が桃色になるため、亜種ダイサギ

はモモジロ、亜種チュウダイサギはコモモジロと呼ばれていた。

・チュウサギの棲住数（個体数）は、コサギ・ダイサギより多かったのだろうか？

コモモジロ
（ダイサギ）

猟鳥・禁鳥別 禁鳥 禁鳥 禁鳥 猟鳥

留鳥
(所により夏)

形状 鶴型 鶴型 鶴型 鶴型

大きさ ハシボソガラス大 トビより小 トビ大 トビより大
棲住数の多少 少 地方によりやや普 少 少、所により普

種名 コサギ

渡り 夏鳥 夏鳥 漂鳥

チュウサギ アオサギ
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

集合地点でイソヒヨドリの囀りを聞いてのスタート、関西医大の工事の

関係で、先月に続いて天野川河口に出る短縮コースとする。

天野川の魚道でのエサ取り当番はコサギ、近くをカワセミが飛んで彩を添えてくれる。ウミネコ（3羽）、そしてミサゴ（3羽）・トビ

（1羽）と大きな鳥たちが淀川本流の上空を飛んだ。今日の鳥はオオヨシキリ、野鳥通りに鳥の止まり木として残したエノキから

ウグイスとともに囀るオオヨシキリの歌が聞こえた。ウグイスの姿は見つけることができたが、オオヨシキリは参加の全員の目で

探しても中々見つからず、ようやく囀る姿を見ることができた。

暑い一日のため、磯島グランドの木の下で鳥合わせし解散とした。前半・後半とも短縮したこともあり、27種にとどまった。

Ⅲ 先々月(7/6）探鳥会報告
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Ⅳ 次回は10月7日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込

みくださるようお願いします。

ノビタキなど秋の渡り鳥を楽しみにご参加ください。

ノビタキ（20221002) 幅 良三氏3/4



Ⅴ 国際シンポジウムの案内
共催：日本野鳥の会大阪支部、(公財）日本野鳥の会 他

申込：不要 参加費：無料（博物館入館料300円必要）
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